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１　学芸員養成課程における課題

本稿は，地域の小規模博物館との連携のもと
博物館学芸員資格取得に関わる授業で行った，
学生による実物資料（被爆衣服）のアウトリー
チ１）用展示パッケージの企画に関する報告で
ある。

学芸員は，博物館法に定められた博物館にお
ける専門的職員の資格であり，「博物館資料の
収集，保管，展示及び調査研究その他これと関
連する事業」（文部科学省／学芸員について，
accessed on 30 October, 2024）を行うものと位
置付けられている。この学芸員資格を取得する
ために大学教育で設置されている科目は，生涯
学習概論，博物館概論，博物館経営論，博物館
資料論，博物館資料保存論，博物館展示論，博
物館情報・メディア論，博物館教育論，博物館

実習であり，学内外で行う博物館実習を除き，
基本的には座学を中心とした体系的かつ基礎的
な知識の修得が目指されている。

大学における学芸員の養成課程については，
従来いくつかの課題が指摘されてきた。その一
つが実践的な教育の不足である（内島，2018，
p８）。内島は実践的な教育が示す内容として
学芸業務の体験をあげ，博物館実習（館園）を
想定して，限られた期間で企画展を開催するこ
と，公共財である所蔵資料を実習生が取り扱う
ことの難しさを例に挙げている（内島，2018，
p９）。こうした地域の博物館における実習時
の困難さに対して，大学博物館での実習の効果
を示す内島の論は，学芸員養成課程の一連の検
討３）とも合致したものである。

同時に，この「学芸員の実務に関わる実践」
の手前にも，行うべき教育があると考えられ
る。いうまでもなく，学芸員に求められる活動
の基本は資料の収集・保存，調査・研究，展示，
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教育普及とされており，いずれの活動も資料を
核とするものである。『学芸員養成の充実方策
について「これからの博物館の在り方に関する
検討協力者会議」第２次報告書』（平成21年２
月）では，学芸員に求められる専門性を以下の
ように示しているが，この４項目中３項目が，

「資料」をベースに，あるいは「資料」を媒介
にして発揮される能力といえる（文部科学省／
学芸員養成の充実方策について，accessed on 
30 October, 2024）

◯ 資料及びその専門分野に必要な知識および
研究能力を有すること

◯ 資料に関する収集・保管・展示等の実践技
術を有すること

◯ 資料等を介して，あるいは来館者との直接
的な対話等において高いコミュニケーション
能力を有し，地域課題の解決に寄与する教育
活動等を展開できること

◯ 住民ニーズの的確な把握と住民参画の促進，
これに応える事業等の企画・立案から評価，
改善まで，一連の博物館活動を運営管理でき
る能力を備えていること

博物館実習（学内・館園）では資料に接する
機会は比較的確保されている一方で，ここに至
るまでに履修する科目では，教示すべき内容も
多く，資料を用いた教育実践を組み込むのはそ
れほど容易ではない。アクティブ・ラーニング
の一つであり，五感を使ってモノに直に触れる
ことで実践的かつ体験的に学びを深めていくオ
ブジェクト・ベースト・ラーニング（以降，
OBLと表記）という手法がある（Chatterjee 
and Hannan, 2015）。渡部（2023，p10）はその
紹介のなかで，博物館学はもとより日本の大学
教育，さらには小等中等教育においても，モノ
を用いた教授方法が少ないことを指摘してい
る４） 。

先述のように，学芸員の実務の基本には資料
を核とした活動がある。資料を観察し情報を読

み取ろうとする，資料を探索する活動は，資料
とはいかなるものかを理解することになる。つ
まり，資料の探索活動は，学芸員の実務を理解
する上で，履修科目で取得する知識を具体化
し，体験的な理解を得られる重要な活動となる
ことが想定される。資料の探索活動は展示室に
おける観覧者の体験をなぞる行為ともなる。本
実践を通して示されるのは，学芸員養成課程に
おいて，実物資料に向き合う体験を確保するこ
との意義である。

本稿で使用する用語を整理する。「博物館」
とは，博物館法が示すあらゆる種類の博物館を
含む総体としての博物館を指している。「学生」
とは，博物館学を履修し学芸員資格取得をめざ
す履修者を指す。「資料」については標本資料
や作品を含む，博物館が収蔵するモノ資料（実
物）を指すものとする。特にその性質を示す必
要がある場合は，「収蔵資料」「展示資料」など
を用いるほか，「実物」であることを強調する
際には「実物資料」などの言葉を用いている。
本稿の冒頭より「資料を見る」「資料と向き合
う」と用いてきた表現は，実際に資料を観察・
鑑賞し，そこから得られる情報を抽出，構成，
類推したりしながら自身の知見にしていく資料
の探索活動と同意のものとして使用している。
特にその行為を具体的に示す際は，「観察・鑑
賞」と表現する。以降，「資料の探索」「資料に
向き合う」と表現するのは，上記のような資料
をめぐる一連の活動を指す。

２　地域博物館との連携

本実践は2022年後期に開講した「博物館展示
論」の中で行われたものである。2020年春より
始まった新型コロナウィルス感染症の蔓延によ
り，多くの博物館が一時閉館等の措置を余儀な
くされた。その結果，学生においても博物館で
の体験が大幅に制限されることとなり，資料と
向き合う体験は観覧者としても十分とはいえな
い状況であった。通常でも学芸員資格の取得を
希望する学生が皆博物館での体験を十分に持っ
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ているとはいえない上に，2022年はまだこの感
染症の影響を完全に脱してはおらず，博物館で
の体験が十分にない学生にとって，座学の学習
だけでは，表層的な情報の受け渡しに終わって
しまうことが危惧された。

このようななか，八王子平和・原爆資料館
（東京都）より，所蔵資料の取り扱いについて
博物館学を担当する筆者に相談が寄せられた。
当該資料館は市民により運営されている草の根
的な資料館で，八王子市在住の原爆被爆者の会

（八六九会）会員等より寄贈された，原爆に関
する文献・資料等を所蔵し，これらの公開を中
心的な活動として運営されている。

この資料館には，1945年８月６日の広島へ
の原爆投下時，市内で被爆した中学生，豊嶋長
生（たけお）さん（当時14歳）が当時着ていた
衣服（以降，被爆衣服と表記）が収蔵されてい
る。被爆当時長生さんは県立広島第二中学校

（二中）の１年生で，学徒動員により中島地区
で建物疎開の作業に就いていた。長生さん等二
中１年生の担当場所は，原爆投下地点から約
500mの場所であり，被爆により１年生321名と
引率教員４名の全員が死亡している（中国新
聞ヒロシマ平和メディアセンター／ヒロシマの
記録－遺影は語る 広島二中，accessed on 30 
October, 2024）。長生さんはこの321名の一人で
ある。長生さんは６日のその日，母親に発見
されて自宅へ戻るが，全身に大火傷を負い翌
７日に息を引き取った。

母親の没後，この被爆衣服は長生さんの遺族
（東京都在住）によって保管されていたが，多
くの人々にこの衣服を見てもらいたいとの希望
から，当該資料館に寄贈された。博物館資料の
中でも，繊維製品は比較的脆弱なものの部類に
該当するため，保存管理の徹底が望まれるとこ
ろではあるが，遺族の希望により積極的に資料
館の外に持ち出し，展示活用を行ってきた。し
かしながら近年，衣服の繊維や組織の損傷が目
立つようになり，保存環境をある程度保ちなが
ら，館外に持ち出して活用できるようにするこ

とが求められていた。当該資料館には学芸員資
格を持つスタッフがおらず，その方策の検討に
苦慮していた。

先述のように，博物館学といえども実習の機
会を除けばテキストを元にした座学が中心とな
り，学生が授業のなかで実際に資料に触れる機
会は限られている。博物館学用に用意された資
料であればまだしも，社会のなかにある「本物
の」博物館資料に実践的に接する機会は少な
い。感染症蔓延の影響のみならず，急速に進ん
だSNSの利用も加わり，若年層の実体験の不
足，情報の取得方法の変化は近年指摘されると
ころである。資料が目の前にあるにもかかわら
ず，実物の資料ではなくデータベースでその資
料を見ようとする履修者がいることについて，
驚きを持って語る博物館学芸員の話なども昨今
聞くようになってきた。博物館学芸員には，何
においても実物の資料を扱うプロフェッショナ
ルであることが期待される。それは，保存管理
や展示における取り扱いといった技術面のみな
らず，資料との出会いで来館者にどのような体
験，学びを提供しようとするのかという基本的
な姿勢にも関わる問題である。その学芸員を目
指す学生において，まずは実物資料と自身が十
全に向き合う機会を持つことが必要であると考
えられる。資料と向き合うことは，来館者が博
物館内で行う活動の大きな要素であると考える
と，この体験が来館者を理解することになるこ
とも考えられる。

また，大学の授業のなかで被爆衣服のアウト
リーチ用展示パッケージの検討を行うことは，
当該資料館においても，事業を行う上での課題
の解決につながる実践の機会として捉えられ
た。当該資料館同様草の根的な市民活動では，
専門的職員を持たず，専門的知見につながるこ
とが難しかったり，限られた人員と資源で日々
の運営を行っている施設もある。こうした博物
館と大学／学生が連携することで，抱えている
課題の解消につながることなどが指摘される

（小規模ミュージアムネット 小さいとこネット
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／小さいとこサミットin東京，accessed on 30 
October, 2024）。こうした取り組みは，近年大
学に求められる地域貢献に資するものと捉える
ことも可能であろう（内閣府経済社会総合研究
所／大学等の知と人材を活用した持続可能な地
方の創生に関する研究会報告書，accessed on 
30 October, 2024）。本実践におけるアウトリー
チ用展示パッケージについても，当該資料館，
大学（学芸員養成課程）双方における課題の解
消をめざすものとして実施されることとなっ
た。

展示パッケージの企画のなかで，学生たちが
示す資料の探索活動は，博物館展示や学芸員養
成を考える上でいくつかの示唆を与えてくれ
る。また，実際に活動をしている資料館の活動
と教育活動を整合させていく上での課題も見え
てきた。本稿を通して活動の報告とともに，こ
れらについても記録し，今後の博物館学の授業
実践を検討する際の材料として提示したい。

３　授業の実践

本実践は，「博物館展示論」の科目のなかで
実施された。「大学における学芸員養成課程の
科 目 の ね ら い と 内 容 に つ い て 」（ 文 化 庁，
accessed on 30 October, 2024）では，博物館展

示論のねらいを「展示の歴史，展示メディア，
展示による教育活動，展示の諸形態等に関する
理論及び方法に関する知識・技術を習得し，博
物館の展示機能に関する基礎的能力を養う」こ
ととし，その具体的な内容として「博物館展示
の意義」「博物館展示の実際」「展示の解説活動」
を挙げている。これらの定められた内容を満た
しつつ，体験的な学習機会としてアウトリーチ
用展示パッケージの企画を行うため，授業の進
行に合わせて３回，また授業外の課題として
構成の検討を行った。また，基本的な知識を習
得した上で展示パッケージの企画検討に入れる
よう，「博物館展示の意義」「博物館展示の実際」
についての講義が終了した段階で実施すること
とした。展示パッケージの検討に関するスケ
ジュール，各回の概要は，以下の通りである

［表１］。なお，このプログラムを体験した2022
年度の履修生は21名であった。
　各回の実施内容について若干の説明を加えた
い。企画検討に際し，第１回には八王子平和・
原爆資料館より被爆衣服を借用し，被爆衣服を
実際に観覧・観察した。観覧・観察に際し，長
方形の机で３つの島状の「展示台」を構成し，
その上に被爆衣服を平置きにして展示した。被
爆衣服は上着，ズボン，Tシャツ型の肌着（以

［表１：スケジュールと概要］
実施日 概 要

第１回　資料の観察
2022年11月22日

被爆衣服の観察とゲスト講師（八王子平和・原爆資料館運営委員）による被
爆衣服の来歴・アウトリーチ活動についての講義
•資料の特徴，状態を把握する
•資料から情報を読み取る
•資料の背景を理解する

第２回　企画の検討
2022年11月29日

展示パッケージの検討
•保存と展示の機能を理解する
•アウトリーチ（展示）の意義を理解する
•�今後の活用方法を考慮しながら，望ましい展示パッケージのあり方を検討す
る

※展示づくりのプロセス，解説計画の講義と組み合わせて実施
授業外の課題 展示パッケージの企画

•�各自，当該資料のためのアウトリーチ用展示パッケージについて構成を検討
し，企画書にまとめる

第３回　企画の発表
2023年１月10日

企画の発表
•ゲスト講師による資料展示の実際についての講義（展示具製作専門家）
•講評（八王子平和・原爆資料館運営委員，展示具製作専門家，担当教員）
•展示パッケージの製作にあたっての基本的な考え方，方向性についての検討
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降，Tシャツと表記），ランニングシャツ型の
肌着（以降，ランニングシャツと表記）の４
種類から構成されている。教室での実施のた
め，学生たちの観察はガラスケース等を介さず
直に行うものとなった。

今回学生たちが観察した被爆衣服には，原爆
そのものによる影響に加え，救護の過程や保管
の過程で加わったいくつかの痕跡が残されてい
る。情報をもたない状態で，初めに学生たち自
身による資料の探索を実施した。これがひと段
落ついたところで資料館運営委員の竹内氏，教
員より，被爆衣服を見て気づくことはあるか，
それはどのようなものか，それは何を表してい
るのか／なぜそのような特徴を示すに至ったと
考えるか，資料の状態はどのようなものか，テ
クスチャーや色などはどのような状況かといっ
た問いかけを行いながら観察を続けた。続いて
３人１組のグループに分かれて記録した内容
について発表し合い，卓上のホワイトボードに
書き出して相互に気づきを確認した。

その後竹内氏より，資料の概要と来歴につい
て説明を受けた。先に触れたように，本資料が
広島への原爆投下当時に，動員学徒として建物
疎開作業を行っていた広島第二中学校生徒が着
用していた衣服であること，生徒は母親に見つ
け出され自宅に戻った後に息を引き取ったこと
が説明された。また，被爆衣服は中学生の死後
も母親によって保管され，母親の死後にこれを
受け継いだ妹より，被爆衣服の活用を望んで八
王子平和・原爆資料館に寄贈されたことも併せ
て説明された。被爆衣服の特徴と，それらが示
していることがらについても説明が加えられ
た。学生たちは，自身の観察活動で得た情報と，
解説より得られた情報とを比較しながら，自身
の観察活動を俯瞰的に把握した。同時にこれら
の体験は，彼らにとってアウトリーチの意義を
体験を通して考えることとなった。

被爆衣服は現在，遺族の意思により，資料館
から外に出して，多くの人々に見てもらうアウ
トリーチ活動での活用に用いられている。授業

の最後に運営委員の竹内氏より，繊維や組織の
損傷等の劣化が目立ってきているものの，遺族
の意向を尊重し，今後もアウトリーチ活動に活
用していきたい，そのためにも活動時にも保存
環境を一定程度保つための展示パッケージを製
作したい，との館の考えが示され，保存とアウ
トリーチの両機能を併せ持つ展示パッケージの
企画検討への協力依頼が行われた。

第２回には，各自アウトリーチ用展示パッ
ケージの企画の検討を行った。この作業は冬季
休暇中等の授業外の課題に引き継がれた。ま
た，この回ではパッケージの検討にあたり，展
示づくりのプロセス，解説計画についての講義
を組み入れた。これは，アウトリーチ用展示
パッケージの製作もまた，小規模ながら展示製
作や解説計画の検討と同様のプロセスを踏むも
のであることによる。

また，第２回と第３回の間に展示づくりの
各段階（あるいは完成後）で実施される「展示
評価」についての講義，「ユニバーサルデザイ
ン／インクルーシブデザイン」「関係者との協力

（他館，所蔵者，専門業者等）」についての講義
を設けた。「展示評価」「ユニバーサルデザイン
／インクルーシブデザイン」については，展示
パッケージの検討過程を体験することにより，
その意義や必要性，実施方法について，理解が
進むことを期待したものである。

第３回では，各自が検討した企画を持ち寄
り，プレゼンテーションを行なった。プレゼン
テーションに際して，展示具５）製作・列品等
の専門家である渡辺珠美氏に参加いただき，展
示具の種類や機能，展示での使用状況等につい
て講義を受けた。学生たちは，自身のプレゼン
テーションに対して，当該資料館の運営委員，
展示具製作の専門家，教員より実際的な講評を
受けることとなった。その後，当該資料館にお
けるパッケージ製作の方向性を全員で検討し
た。この過程は，展示製作の際に持たれる関係
者による企画検討の場面に該当するものであ
り，展示製作において，多様な人々との協力が
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求められることを展示パッケージの検討を通し
て理解できるよう，「関係者との協力（他館，
所蔵者，専門業者等）」を視野に入れたもので
ある。

４　授業の展開と得られた気づき

　計３回の講義のうち，ここで取り上げるの
は第１回に実施した「資料の観察」である。
第１回では学生たちは，当該資料館の収蔵資
料である被爆衣服を実際に探索し，その後自身
のその活動を振り返った。授業の経過と学生た
ちの探索活動を追いながら，その気づき等を記
すこととする。

（１）　学生たちの資料の探索活動
先述のように４点の被爆衣服には，原爆投

下時，救護時，保管時に加わったそれらの痕跡
をはじめとする，いくつかの特徴がある。その
特徴の把握は，初見の段階では学生自身，また
は学生間のやり取りでなされ，その後当該資料
館の竹内氏，教員による問いかけや解説によ
り，読み取れる情報が質・量ともに充実して
いった。これらの区分はグループワークの際に
学生によって書き出されたり，表明されたりし
たものによる。また，自身の観察活動と気づき
の変化をふりかえったコメントは，第３回の
授業で得られたものである。これらについては
将来，授業実践の改善と，報告論文として文章
化する際に使用することを伝え，了承を得た上
で用いている。

１）被爆衣服の損傷と原爆との関連
学生から真っ先に挙がった気づきは，上着の

損傷の激しさと，左右でその状況が異なること
であった。上着は各部分を元の位置に配置する
ことが難しいほど損傷しており，袖部分，前身
頃に欠落がある。特に左側は袖から前身頃にか
けて大きく欠落した箇所が目につく。学生の一
人は，「こっちの方が焼けているからこっちの
方に原爆が落ちたんだということなどを推測

し」，被爆当時，男子生徒が熱線を浴びた方角，
すなわち原爆投下地点に対してどのような角度
をとっていたのかを想定したことを振り返って
いた。上着の焼失状況と原爆の炸裂した位置を
結びつけて考えたことを記した学生は他に１
名いた。

２）認識票としての衣服への記載
上着の左身頃上部には，自宅住所，所属（学

校・学年・学級），名前，血液型，生年月日が
書かれている。同様の情報は，Tシャツ，ラン
ニングシャツ，ズボンにもそれぞれ書き込まれ
ている。これらの情報が衣服に記されているこ
とについては全てのグループで言及されていた
が，これらがいわゆる「認識票」の役割を果た
していたことへの気づきは表明されなかった。
また，書き込まれた住所や名前に，「一人の少
年が巻き込まれた悲劇」や「この中学生が確か
に存在していた」ことへのリアリティ２）を感
じたことを示すコメントが挙がっていた。使用
された旧漢字から，かつて起きた歴史的な出来
事を実感したと回答する者もいた。

３）ボタンの刻印
上着のボタンには「中」の文字とローマ数字

の「I」を組み合わせたような刻印が確認でき
る。一部の学生はこれに着目し，上着が中学校
の制服であると推察していた。また，上着のボ
タンが金属であることから，学生の一人は陶製
ボタンが代用されていた事例に触れ，当時金属
は供出対象であったことから供出前の古い制服
だった可能性を指摘していた。ボタンの刻印に
気づかない学生，刻印の文字に注意は向いても
学生があらかじめ持っている知識や体験の範囲
等に，資料の読み取りが影響している様子が確
認された。なお，ボタンの刻印は，広島第二中
学校の「中」と「二」を組み合わせたものであ
ることが資料館運営委員の竹内氏より説明され
た。
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４）血液等によるシミ
Tシャツ，ランニングシャツ，ズボンには被

爆で大火傷を負った男子生徒の血液や体液によ
る赤茶色のシミが広がっている。上着は肌に直
接触れる部分が少なかったと想定され，現存す
る部分についてはシミの広がりも小さい。ま
た，上着，ズボンは生地がカーキ色であること
から赤茶色が目立たない。シミが顕著なのはT
シャツ，ランニングシャツである。これについ
て学生たちは血液によるものであるとの認識を
示していた。

赤茶色に染まったTシャツの襟ぐりには，手
縫いの木綿糸と思われる白い縫い目がつけられ
ており，注意して見ることができれば気づける
一つの特徴である。一部の学生から，糸が赤茶
色に染まっていないことから，死後に縫われた
ものであることが指摘され，その後の竹内氏に
よる，母親が男子学生の死後に補修を施した，
との説明と符合することが確認された。

５）生地に入れられた切れ込み
ランニングシャツ，ズボンにはハサミによる

直線の大きな切れ込みが入れられている。ズボ
ンには両脚部ともに裾からウエストにかけて前
中心に切れ込みが入っており，通常筒状になっ
ている脚部が開かれている。ランニングシャツ
は前身頃の肩山の下（胸元付近）で真横にハサ
ミが入れられ，前身頃と後ろ身頃とに切り離さ
れている。また，前身頃中央部にも，裾から襟
ぐりにかけて一直線に垂直の切れ込みが見られ
る６）。

竹内氏より，これらの切れ込みが，火傷によ
り衣服が皮膚に貼りつき，脱がせることが難し
かったために入れられたものであることが説明
された。この説明を聞いて初めて火傷の大きさ
を想像できたとコメントした学生がいた。原爆
投下後の様子を記した広島の手記では，大火傷
により皮膚と衣服が貼り付いていたため，衣服
を切って取り除いたとの数多くの証言を読むこ
とができる。これらを知っていれば，同様のこ

とがこの被爆衣服にも施されたことが想定でき
るが，学生たちには難しかったようである。

また，学生から指摘はなかったが，切り込み
が入った衣服はランニングシャツとズボンであ
る。焼け落ちた可能性のある上着の袖部分を除
けば，いずれも皮膚に直接触れる箇所であり，
被爆衣服の観察により，当時男子生徒が負った
火傷の状態などを窺い知ることができる。

６）当て布
上着，ズボンには裏側から当て布がミシンに

よって施されている。上着は繊維や組織の劣化
が激しく，資料の移し替えなどの際でも僅かに
繊維が落ちる状態であるが，現在，上着が上着
としての形態を保てているのは，この当て布が
あることによる。資料館は遺族より，裏当ては
男子生徒の死後母親が保管の際に施したもの，
との説明を受けている。授業でも竹内氏よりそ
のことが説明され，多くの学生から「子どもの
衣服を残したいという母親の願い」に共感する
コメントや，「被爆衣服の解説には母の思いも
入れるべきである」との意見が記されていた。

しかし，丁寧に観察すると，上着の背中部分
の当て布には肩に近い部分に赤茶色のシミが
入っており，その部分のミシン目も同じように
赤茶色に染まっていることがわかる。このこと
は，この当て布が衣服の補強のために被爆前に
施されたものであったことを示している可能性
がある。また，ズボンの当て布についても，被
爆前に施されたものである可能性が指摘でき
る。ズボンは救護時に両脚部ともに前中心で切
り開かれているが，その部分の当て布も，同様
に同じ位置で切り開かれており，くすみが見ら
れる。

臀部に施された当て布は白いミシン目が目立
つ，比較的汚れのない布である。臀部であるこ
とから，ズボンにシミができることを下着が防
いだ可能性や，男子生徒の死後残された衣服を
母親が洗濯・保管していることから，怪我の箇
所や繊維の材質によっては汚れの付着や洗浄に
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よる効果の程度が異なることも考えられる。ま
た，被爆から長い年月が経っていることを考え
ると，保管時に汚れがつく可能性もある。これ
らのことから補修がいつの時点のものかは性急
に判断することはできないが，少なくとも，資
料の観察に用いた時間が30分程度の間に，学生
がこれらの細部に目を向け，推論を展開するこ
とは難しかったと判断される。

７）サイズ
さらに，学生たちは一様に上着，Tシャツ，

ランニングシャツの小ささを指摘していた。一
部の学生は，戦中の食糧難などがその背景にあ
るのではないかと推察した。その一方で，ズボ
ンの大きさとの不調和や，不調和の背景にズボ
ンが更生服７）であった可能性についてのコメ
ントは初見では得られなかった。ここからうか
がえるのは，資料の観察が直ちに資料間の比較
や関連づけに結びついているわけではない様子
である。

（２）　観察活動のふりかえり
第３回に収集した所感からは，学生たちが

自身の観察活動を俯瞰的に振り返っている様子
が見て取れた。

１）資料を探索することの難しさ
学生の観察活動とその後のコメントから見え

てくるのは，資料を観察すること，資料が示す
情報を読み取ることの困難さである。この困難
さが生じる原因について，一人の学生が表明し
たのは，資料が衣服だったことであった。被爆
衣服は，焼け落ちや血液等によるシミなどが残
されており，当然ながら通常の状態ではない。
しかし衣服自体は学生たちの日常に存在する，
ごく当たり前のものである。４点の被爆衣服
のうち，ズボン，Tシャツは現在でも形状がほ
ぼ変わらない。上着は損傷が激しく，またラン
ニングシャツは切り込みにより，元の形状を思
い描くにはある程度の観察が必要であるが，衣

服として紹介された時点で，既知のものとの判
断がはたらいた可能性がある。このような認識
のもとで資料に接した結果，初見の際には注意
深く見ることの必要性が感じられなかったので
はないかと，この学生は自身の行動を振り返っ
ている。

また，一部の学生からは，説明を聞くまでど
のようになっているのか分からなかったことが
表明されていた。確かに上着は損傷が激しく，
一見しただけではその構造を判断することは難
しいが，前立てやポケット，ボタン等は元の形
を留めており，比較的目に入りやすい。それが
むしろ，衣服のようだがもはや衣服の体を成し
ていないものとして，怖さを伴って認識され，
それ以上の観察を妨げる結果となった可能性も
ある。同様な意見は別の学生からも表明されて
おり，自分の探索行動をふりかえる「あまりに
見たことがないものだと，そういうものだとし
て片付けてしまう」といった回答にも表れてい
る。両回答は，被爆衣服を前者が「既知のも
の」，後者が「未知のもの」という性質の異な
るものとして捉えているにもかかわらず，派生
した結果はいずれも，資料と距離を置く姿勢で
ある。

先入観やある種の固定観念８）も資料を観察
の視点を失わせていた可能性がある。別の学生
は，「初見では被爆者が身につけていたもので，
資料の状態から当時の悲惨さを伝えようとして
いるのかな，ぐらいの浅いイメージしか湧かな
かった」とのコメントを寄せていた。この学生
は，以前に同様の衣服を別の博物館で見たこと
があると答えた学生のうちの一人である。以前
に見た体験が，今回観察対象となった被爆衣服
に対して，「以前見たものと同じ」被爆者の身
につけていたもので，当時の悲惨さを伝えよう
とする施設側の意図のもとに展示される同等の
ものとして分類させた可能性がある。

２）「人」が見えることと資料への共感の関連
しかし，１）に示したいずれの学生の場合
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でも，説明を受けて改めて観察した被爆衣服
は，被害の状況や遺族の思いがイメージでき
る，学生の言葉を借りれば「当事者に寄り添う
気持ち」になれる資料に変化している。視点の
馴化や先入観，固定観念を壊したのは，資料の
見方をガイドしたり，問いかけたり，解説する
といった働きかけである。学生たちは，効果的
な補助が加わることによって，より資料からよ
り多くの情報を得られること，それにより資料
の見え方が変化することを体験した。このこと
は，展示解説や解説ツールの役割の体験的な理
解に繋がることが想定された。

学生のコメントの大半を占めたのは，被爆衣
服の本来の持ち主である男子学生，被爆衣服を
保管していた遺族，特に母親の行為とアウト
リーチ活動での活用を望む遺族の意志への共感
である。初見ではある種の「畏怖」を感じた被
爆衣服についても，問いかけや解説を聞くこと
で資料をより丁寧に見，男子中学生の苦痛や母
親の無念さを想像するようになっていった。そ
の際に解説で語られていたのは，病気のために
留年してやっと入った中学にも関わらず，学徒
動員で満足に勉強をする機会もなく，大火傷を
負いながら逝った男子学生やその被爆衣服の状
態，そして衣服を洗濯し・補修してタンスの奥
に保管し，被爆衣服について語ることなく死去
した母親，「死蔵」ではなく活用してほしいと
被爆衣服を寄贈した遺族といった，人の存在に
ついてである。学生のコメントの大半に「男子
学生の苦しみ」「遺族の残したい，伝えたいと
いう強い思い」への共感と，資料が伝える情報
の重要性，そしてその保存と活用の意義が表れ
ていた。実際，被爆衣服の初見の感想では，怖
さ，悲しさというネガティヴな感情の生起につ
いて触れたものが半数近くを占めた。しかし，
問いかけや解説により，「分からないもの」が

「分かるもの」になっていく過程で，被爆衣服
は過去の出来事を雄弁に語る唯一無二の存在と
して認識されるようになっていく。
　なお，説明を聞くまでどのようになっている

のか分からなかったと表明した学生の一人は，
「説明を聞いてリアリティを感じることができ
たが，それはすなわち情報（説明）にリアリティ
があるということであり，被爆衣服が実物でな
くても情報があればいいということになるので
はないか」という意見を寄せていた。しかし同
時にこの学生は，衣服に入れられた地名に

「フィクションではない出来事が示されている」
と資料の重要性をについて表明しており，実物
資料であることに重要性を見出してもいた。

３）「実物」であることの意義
２）でも触れたように，過去の出来事（原

爆投下／被爆）のリアリティを資料が実物であ
ることに結びつけて捉えている様子が，学生た
ちのコメントに見て取れる。たとえば，学生か
らは「知識としては原爆投下のことを知ってい
たが，本当に起きたことだとの実感を持った」

「この資料があの日，あの時，あの場所にあっ
たと思うと，原爆のことがリアルに感じられる
ようになってきた」といったコメントととも
に，「実物で感じるリアリティはレプリカや写
真等では失われるだろう」「写真で見るのと自ら
の目で資料を見るのとでは異なる」「実物だから
こそ感じる緊張感や気後れするほどの存在感」

「衣服だけでも原爆や被爆の悲惨さを感じるこ
とができた」といった表現で，実物資料の展示
公開に意義や必要性を認めていた。

５　資料を見るということ

　学生の資料の探索から得られた示唆を以下に
整理し，考察を加えたい。

（１）　資料の探索と認知バイアス
学生のコメントから見えてきたのは，資料の

探索においても認知バイアスの存在を考慮する
必要である。４（２）の１）に登場した，衣
服＝見知ったもの，として済ませたとする学生
のコメントから，この認識（認知バイアス）が
存在していることがわかる。被爆衣服を見る，
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資料を観察するという前提に立っても簡単にこ
の認識が転換されないことが示されている。こ
のことは，同様のことが展示室でも起きている
可能性を示している。展示資料を見るという行
為もまた，日常の行為に接続したものであり，
認知のクセを変えることは簡単ではない。この
点からも，解説活動の重要性は明らかであろ
う。また，展示空間の非日常性がその転換を促
す可能性について検討する意義も示唆される。

また，資料を観察し情報を引き出そうと試み
る，資料の探索活動は，来館者の行動の追体験
を意識的に行う実践でもある。学生が早期に資
料を見ることの困難さと可能性に気づく機会
は，学芸員資格取得をめざす上で意味のある体
験になると考えられる。

（２）知識と体験を資源とした資料の探索
学生たちの「資料の探索」活動からは，何を

どこまで気付けるかは本人が持っている体験や
知識に負うところが大きいという点も見えてく
る。上着のボタンが陶製ではないことにコメン
トした学生のように，知識があれば被爆衣服の
背景にある社会情勢（たとえば金属の供出）等
と結びつけて，被爆衣服から情報を読み取るこ
とができる。そしてそれが，この上着が供出前
に作られたもので，誰かの「お古」だった可能
性へとつながる。もちろん上着が「お古」であっ
たか否かはわからない（少なくとも上着につい
ては遺族からそのようなエピソードは得られて
いない）。実際，金属供出の状況は広島市内の
各地区によっても状況が異なったようであり，
よく知られている広島平和記念資料館の「伸
ちゃんの三輪車」９）も供出されることなく男の
子とともに被爆している。被爆衣服に入れられ
た切れ込みもまた，怪我や火傷を負った（ある
いは負ったところを見たことがある）体験や，
被爆体験手記等を読んだ体験があれば，その解
釈の幅も広がったであろう。

当然のことながら，伝わっていない情報以上
のことは直ちには分からないし，資料の来歴や

背景情報を理解するには，相応の調査が必要で
ある。真偽の程を確認する手段はもはや失われ
ている可能性もある。学芸員養成の観点から言
えば，その作業はすなわち学芸員に求められる
活動であり，自身の力で資料とそれが伝える事
象に接近しようとする「探索」の行為は，その
重要性を身をもって体験できるプロセスにも
なっている。同時に，探索者の新たな体験，知
見となり，資料の探索においても，日常におい
ても次の探索に生きる資源となる。

また，改めて指摘するまでもないが，「資料
の探索」を複数人で行うこと（授業の実践にお
いてはグループワークを入れることなど）の意
義も確認された。上衣のボタンが金属製である
ことに気づいたのは一人の学生だけであった。
しかし，グループでその気づきを相互に紹介し
あった結果，同じグループのメンバーはその知
見を共有することになった。ここに，他者の知
見・体験を自身の知見・体験に変えていく行為，
まさに協働的な学びが成立している。

（３）出来事のリアリティ
４（２）の３）に見られるように，学生の

所感には，「実物であることの意義」を表明す
る際，出来事のリアリティとそれを結びつけて
語っているものが散見された。その際，学生た
ちが表現したのは「ガラス越しではない」「写真
ではない」といった言葉である。

学生たちの表現にもあるように，今回の資料
の観察は，ガラスケースのない状態で行われて
いる。観察の際，多くの学生は身を屈め，体を
資料に寄せ，あるいは顔を接近させ覗き込むと
いった身体的な動きを行なっていた。その一連
の過程のなかで，学生たちは被爆衣服それぞれ
の色や構造，縫い目，切れ込み，質感の違いな
どを掴んでいった。被爆衣服が発するわずかな
匂いを感じとった学生もいた。アフォーダンス
理論（Gibson,1979；佐々木，2022）に沿えば，
身体の位置どりを変えれば対象物（資料）との
関係が変化し，得られる情報もまた変わってく
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る。自身の身体の変化と得られる情報の変化の
実感が，資料の確からしさ，資料への信頼感を
獲得させ，それが原爆投下という過去の出来事
のリアリティへとつながった／置き換わった可
能性もある。詳細な検証が必要ではあるが，今
後の検討の材料として記しておきたい。

（４）資料と人のネットワーク
４（２）の２）で示した，人の営みを知る

ことで，見知らぬ資料も身近な資料になってい
く様子についても今一度，触れておきたい。博
物館に収蔵・展示されている資料には，人の営
みが必ず伴う。その資料を作った人，用いた人，
そしてそれを受け継ぎ保管してきた人がいる。
被爆衣服に接した学生たちは，被爆で大火傷を
負った男子中学生の苦痛，人生をそこで終わら
せられた無念さ，そして資料を丁寧に清め繕い
ながら手元に置き続けた母親の子どもへの愛情
と嘆きを想像していた。学生の所感のなかに
は，探索の過程で見知らぬ資料が理解でき，共
感できる資料となっていったことを指摘するも
のもある。

学生たち自身が資料の探索活動のなかで見出
した，資料をめぐる人々の行為はここまでであ
る。しかし，その行為のつながりはその先にも
続く。この被爆衣服に関して言えば，アウト
リーチ活動の先で被爆衣服に出会う人がいる。
また，被爆衣服の展示パッケージを企画する学
生自身もそのネットワークにつながることにな
る。実際の博物館活動に置き換えて考えること
ができれば，調査研究・展示公開等を通してそ
の資料が語ることを伝えようとする学芸員，展
示室等でその資料に向き合う観覧者等もまた，
この資料につながる営みの主体である。観覧者
は「資料の探索」という行為で，人々の営みの
総体にさらなる一歩を足す。資料は単なる資料
ではない。何に気づき何を見逃すのか，何を感
じ何を感じないのか。それはモノを通して自分
を 知 り， 社 会 を 知 る 行 為 で も あ る（Shuh, 
1982）。資料とはそのような行為を促すもので

ある。

６　今後の展望と課題

今回，「博物館展示論」で実施したのは，地
域の小規模博物館との連携のもと，計３回の
授業と課題の作成を通じて，収蔵資料のアウト
リーチ用展示パッケージを企画するというプロ
グラムである。第３回に行った，学生たちに
よる企画案のプレゼンテーションでは，被爆衣
服のほか，展示会場を構成するための展示パネ
ルや小型什器などを完備した，ボックスから小
型自動車に至る様々なパッケージが提案され
た。そのなかで講評者の評価が高かった案は，
４面から引き出し状の薄型ケースが１枚ずつ
引き出されて展示台となるパッケージであっ
た。構造的に強度の面で課題はあったが，引き
出し面を一方向に限定することで，アウトリー
チ先での省スペース化が図れること，材質に留
意すれば保存上の課題を解決できる見込みがあ
ることなどの点で，実現性も高いものであっ
た。

多くの案で，脆弱な被爆衣服を平置きにして
搬入・搬出，展示される形態が取られていた。
また，展示を構成するものとして，資料のみな
らず，解説パネルなどの情報が組み合わされて
おり，自らの資料の探索活動での気づきが反映
されていると判断された。

同時にこの過程で明らかになったのは，実社
会の動きと開講スケジュールの不一致という課
題である。学生が展示パッケージの企画を行っ
てから，その完成までに約１年が経過した。
2024年度にはすでに企画を行った学生は在籍し
ておらず，授業等を通じてその報告を行うこと
ができなかった。企画のみならず，その後の経
過に関わることができれば，より実践的な学び
の機会となったことが想定されるが，仮に学生
が在籍していたとしても，単年度で進んでいく
学芸員養成過程のなかで，複数年度にわたって
同一のプログラムを学生が続けることは難し
い。2023年度の展示パッケージの設計，製作に
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本学学生が関わることはなかったが，仮に関
わったとしても，同じ科目で実施する場合，設
計，製作に関わる学生は企画した学生とは別の
学生ということになる。大学，科目としての連
続性は保たれるものの，学生個人の体験として
の連続性を維持することは難しい。

授業の終了後，実際にこの授業で示された企
画の方針と企画案の一部が採用され，いわゆる

「中性紙」による引き出し式の保存箱兼展示
ケースとして製作することが決定された。授業
が実施された翌年2023年より詳細検討，設計，
製作が行われ，2024年春，アウトリーチ用の展
示パッケージが完成している。教育活動のため
のプログラムが，実社会の資料館の課題に接続
しており，その活動の一端を他の専門家ととも
に担うという体験は，受け身になりがちな学生
の意識に転換をもたらすものとなった可能性が
ある。個人差はあるものの学生の所感には，「資
料を見ること，情報を伝えることに大きな意義
と責任を感じた」という表現が見られるなど，
資料の保存だけでなく，資料を見る目に責任が
伴うことを指摘するものが散見された。限られ
た時間ではあったが，資料自体に付されたアウ
トリーチという目的を理解し，その活動を支援
することを通じて，学生たちの資料の観察は責
任を伴った一定の深度をもつものになったと考
えられる。

博物館学の展開における資料の探索活動につ
いては，今後も議論が必要である。本稿で示し
た事例は，20余人という限られた学生を対象と
したものであり，学生個人に依るところが大き
く，その結果を直ちに一般化することはできな
い。OBLやアフォーダンス理論，資料もまた
エージェントとして捉え，来館者との関係性を
捉えるアクターネットワーク理論等の立場から
の研究も進んでいる。これらの整理も踏まえ，
改めて別の機会でより精度を高めた検討を行い
たい。
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注

１）公的機関や施設等で行われている，機関・
施設外に出向いて実施される活動のことを指
し，その範囲は教育，福祉，介護など広い。
博物館の場合は主に資料の館外持ち出しや出
前授業などの館外活動を指すことが多い。

２）「リアリティ」については，「アクチュアリ
ティ」との区分や関連における議論がある
が，本稿ではこれらには踏み込まず，一般に
用いられる「リアリティ」に統一して使用す
る。

３）たとえば，学芸員養成の充実方策につい
て「これからの博物館の在り方に関する検討
協力者会議」第２次報告書（平成21年２月）
は，「大学が有する学術標本や研究資料等の
資源を，博物館実習等において積極的に活用
する」ことを求めている（文部科学省／学芸
員養成の充実方策について，accessed on 30 
October, 2024）。

４）渡部（2023，p10）は，OBLにおけるモノ
と博物館学で求められる資料の取り扱いと
は，必ずしも一致するものではないと指摘し
ている。両者のめざす学びが，第一義的に，
モノ（資料）についての学び／モノ（資料）
を通した学びなのかといった点は整理が必要
であろう。

５）演示具，展示パーツとも言う。資料等を
展示する際に，資料を安全に，かつ来館者の
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見やすさを担保しながら展示するために用い
られる補助具を指す。

６）この切り開かれた状態が，一部の学生に
とってランニングシャツと認識することが難
しかった模様で，「エプロン（？）」「エプロン
のような下着」といった表現を用いたコメン
トが見られた。

７）衣服の材料が乏しかった戦中，戦後の一
時期に，既存の衣服等に手を加えて，別の服
に仕立てる「更生服」が推奨されていた。

８）先入観や固定観念は展示空間に対しても
示されていた。被爆衣服のような負の出来事
を伝える資料は，比較的暗い空間で展示され
ることが一般的であろう。そのような展示イ
メージを持っていた学生にとって，明るい教
室内で見る被爆衣服は，空間との不調和が強
調された違和感あるものだったようである。
一人の学生は，その違和感を指摘し，展示方
法には工夫が必要である，と述べていたこと
を付記しておきたい。

９）三輪車で遊んでいた際に被爆し死亡した
伸ちゃん（銕谷伸一さん／当時３歳）と共
に自宅の庭に埋められていた。広島平和記念
資料館を代表する著名な資料の一つである。
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Museology Class in Collaboration with a Local Museum: �
Practices of “Exploring Objects” through Exhibition �

Package Planning
Akiko ANZAI (Aoyama Gakuin University)

　This article reports the planning of an outreach exhibition package for museum objects (atomic 
bomb clothing) by students for a museum curator certification course in collaboration with a small 
regional museum. The planning process demonstrated the possibility of solving both the problems 
encountered by small museums and those of training programs for students with limited 
opportunities to be in contact with actual objects. Additionally, it revealed the problems caused by 
the discrepancy between the schedules of practical work in the museum and the program. 
　In planning the exhibition package, the author emphasized the experience of students observing 
actual objects and attempting to read the information they provided. This experience provided 
students with a sense of reality regarding past events. Additionally, the author confirmed that the 
students understood the necessity of organizing and presenting the information accompanying the 
objects, which they had learned in classroom lectures based on their own experiences.

Keywords：museology, exhibition, object, experience, outreach




